
広報おおさき　2021年 4月号 広報おおさき　令和3年 4月号7 6

令和3年度施政方針

市
民
が
主
役

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

○
総
合
計
画

　

第
２
次
総
合
計
画
は
、令
和
3

年
度
で
基
本
計
画
の
前
期
5
年
が

経
過
す
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
の

評
価・検
証
と
社
会
情
勢
の
変
化
を

踏
ま
え
、進
展
す
る
人
口
減
少
問
題

や
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
、そ
し
て
、自
然
災
害
へ
の
対
応
、

世
界
農
業
遺
産
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
推
進
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組

み
な
ど
を
新
た
な
視
点
に
加
え
、将

来
像
に
掲
げ
る
宝
の
都（
く
に
）・大

崎
の
実
現
に
向
け
、後
期
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

○
宝
の
都（
く
に
）・
お
お
さ
き
市

地
方
創
生
総
合
戦
略

　

計
画
期
間
の
最
終
年
度
と
な
る

令
和
3
年
度
は
、こ
れ
ま
で
の
評

価・
検
証
を
踏
ま
え
、進
展
す
る
人

口
減
少
問
題
へ
の
対
応
、持
続
可
能

な
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、第
2

期
総
合
戦
略
を
策
定
し
て
い
き
ま

す
。

○
市
役
所
本
庁
舎
等
の
建
設

　
市
役
所
本
庁
舎
は
、建
設
工
事
に

着
手
し
、計
画
ど
お
り
令
和
4
年
度

中
の
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　

鳴
子
総
合
支
所
庁
舎
等
複
合
施

設
は
、昨
年
7
月
か
ら
建
設
工
事
を

進
め
て
お
り
、行
政
機
能
と
公
民
館

機
能
を
有
す
る
複
合
施
設
と
し
て
、

本
年
8
月
の
工
事
完
成
を
目
指
し
、

10
月
の
供
用
開
始
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、デ
ジ

タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を
活
用
し
て

住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
と

と
も
に
、Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
活
用
に

よ
り
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、人
的

資
源
を
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な

る
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。 

安
全・安
心
で

交
流
が
盛
ん
な
ま
ち
づ
く
り

○
水
防
対
策

　
５
月
30
日
、古
川
渕
尻
地
区
を
会

場
に
開
催
す
る
、令
和
３
年
度
北
上

川
下
流
及
び
江
合
川・鳴
瀬
川
総
合

水
防
演
習
を
機
に
、水
防
技
術
の
向

上
、関
係
機
関
や
地
域
住
民
と
の
連

携
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、水
害

の
未
然
防
止
や
被
害
の
軽
減
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

○
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
農

林
業
系
廃
棄
物
の
処
理

　
農
林
業
系
廃
棄
物
の
処
理
は
、昨

年
７
月
15
日
か
ら
一
般
ご
み
と
の

混
焼
に
よ
る
焼
却
処
理
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

　

焼
却
処
理
期
間
は
約
7
年
間
を

予
定
し
、市
民
の
安
全・
安
心
を
最

優
先
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い

き
ま
す
。な
お
、汚
染
牧
草
は
、引
き

続
き
適
切
な
一
時
保
管
に
努
め
、す

き
込
み
な
ど
の
減
容
化
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

○
市
道
整
備
事
業

　

古
川
地
域
中
心
部
の
北
回
り
環

状
道
路
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い

る
都
市
計
画
道
路
李
埣
新
田
線
道

路
改
良
事
業
は
、国
道
４
号
か
ら
主

要
地
方
道
古
川
一
迫
線
の
区
間
に

着
手
し
、事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。そ
の
ほ
か
、円
滑
な
道
路
環
境

を
整
え
る
た
め
、道
路
網
や
橋
梁
な

ど
の
計
画
的
な
整
備
を
促
進
し
て

い
き
ま
す
。

○
令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
被
災

者
支
援
等

　

被
災
さ
れ
た
方
々
の
住
宅
確
保

対
策
と
し
て
、鹿
島
台
商
業
高
校
跡

地
に
災
害
公
営
住
宅
と
移
転
分
譲

住
宅
地
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、鹿
島
台
志
田
谷
地
地
区
の

吉
田
川
水
防
災
拠
点
は
、国
土
交
通

省
と
と
も
に
、災
害
時
に
は
一
時
避

難
所
と
し
て
、平
常
時
に
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
活
用

す
る（
仮
称
）志
田
谷
地
防
災
セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
個
性
を
生
か
し

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り

○
学
校
教
育
環
境
整
備

　
古
川
北
部
地
区
は
、４
月
の
古
川

北
小
学
校
の
開
校
に
向
け
て
整
備

を
進
め
、開
校
後
も
、円
滑
な
学
校

運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
、学
校
、保

護
者
や
地
域
と
連
携
し
、教
育
環
境

の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
古
川
西
部
地
区
は
、古
川
西
中
学

校
を
活
用
し
た
義
務
教
育
学
校
と

し
て
の
統
合
整
備
に
向
け
て
、施
設

の
設
計
業
務
な
ど
の
準
備
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

○
学
校
教
育

　

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
充
実
す

る
た
め
、児
童
生
徒
へ
の
一
人
一
台

端
末
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
が
自
ら
課
題
を
見
つ

け
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な

ツ
ー
ル
を
利
用
し
た
情
報
収
集
、

整
理
分
析
、ま
と
め・
表
現
す
る
と

い
っ
た
主
体
的・対
話
的
で
深
い
学

び
に
つ
な
げ
る
学
習
活
動
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
文
化
財
保
護

　
旧
有
備
館
お
よ
び
庭
園
は
、令
和

２
年
度
で
保
存
修
理
事
業
が
完
了

し
、平
成
29
年
に
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
木
造
千
手
観
音
坐
像
は
、

田
尻
総
合
支
所
で
の
収
蔵
、一
般
公

開
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
積
極
的
に
活
用
す
る

た
め
、企
画
展
な
ど
各
種
事
業
を
実

施
し
、地
域
と
の
協
働
に
よ
り
、本

市
の
宝
で
あ
る
文
化
財
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

活
力
あ
ふ
れ
る

産
業
の
ま
ち
づ
く
り

○
第
2
次
産
業
振
興
計
画

　

前
期
計
画
の
最
終
年
度
と
な
る

令
和
3
年
度
は
、こ
れ
ま
で
の
評

価・
検
証
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

世
界
農
業
遺
産「
大
崎
耕
土
」が
育

む
農
畜
産
物
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
な
ど
の

新
た
な
視
点
を
加
え
、本
市
産
業

振
興
の
将
来
像
と
し
て
掲
げ
る「
連

携・
醸
成・
発
信 

次
世
代
へ
つ
な
ぐ

産
業
の
創
造
」の
実
現
に
向
け
、後

期
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

○
農
林
業
振
興

　
農
業
振
興
は
、水
田
農
業
を
持
続

し
、米
価
を
下
落
さ
せ
な
い
よ
う
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、需
要
に
応

じ
た
生
産
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、農
地
の
集
積
や
直
播
栽
培

な
ど
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化
、園
芸
の

産
地
化
に
よ
り
農
業
者
の
所
得
を

確
保
し
、さ
ら
に
世
界
農
業
遺
産
ブ

ラ
ン
ド
認
証
制
度
を
活
用
す
る
な

ど
、本
市
の
シ
ン
ボ
ル
米『
さ
さ
結
』

を
国
内
外
に
向
け
て
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
野
生
鳥
獣
へ
の

対
策
は
、新
た
に
有
害
鳥
獣
対
策
専

門
員
を
配
置
し
、捕
獲
対
策・
侵
入

防
止
対
策・地
域
ぐ
る
み
対
策
を
一

層
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
流
域
治
水
対
策
の
一
環
と
し
て
、

田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
り
組
み
を
推
進

し
、グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し

た
防
災・減
災
対
策
の
強
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

○
商
工
業
振
興

　

商
店
街
の
活
性
化
対
策
や
ま
ち

な
か
再
生
の
取
り
組
み
と
し
て
、商

店
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
個
店
の

魅
力
ア
ッ
プ
に
向
け
た
支
援
、新
た

な
事
業
創
出
者
に
対
す
る
支
援
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

産
業
創
造
推
進
事
業
は
、持
続

可
能
な
産
業
を
確
立
す
る
た
め
、

産
業
支
援
機
関
と
連
携
し
、新
技

術
や
新
製
品
の
開
発
、経
営
改
善

な
ど
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、さ
ら
な
る

支
援
体
制
の
構
築
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

○
都
市
交
流

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い
た
、北

海
道
当
別
町
と
の
姉
妹
都
市
締
結

20
周
年
記
念
事
業
は
、大
崎
市
民
親

善
訪
問
団
を
組
織
す
る
な
ど
、交
流

を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
災
害
時
等
に
お
け
る
相

互
応
援
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
す

る
な
ど
、関
係
を
深
め
て
い
る
自
治

体
と
も
、さ
ら
な
る
深
化
に
向
け
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

○
観
光・物
産
振
興

　
4
月
か
ら
開
催
さ
れ
る「
東
北
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」を
機
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、大
き
く

落
ち
込
ん
で
い
る
観
光
客
入
込
数

の
増
加
を
目
指
し
、宮
城
県
、市
内

の
関
係
団
体
な
ど
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、市
民
と
共
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

○
世
界
農
業
遺
産
の
保
全・活
用

　
５
カ
年
計
画
の
最
終
年
度
と
な

る
世
界
農
業
遺
産
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
は
、農
産
加
工
物
な
ど
の
ブ
ラ

ン
ド
認
証
制
度
の
運
用
拡
大
や
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
、Ｇ
Ｉ

Ａ
Ｈ
Ｓ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
信
な
ど

を
大
崎
地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進

協
議
会
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。特
に
、第
一
回
全

国
農
泊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
宮
城
大
崎

大
会
を
開
催
す
る
な
ど
、地
域
内
外

に
世
界
農
業
遺
産「
大
崎
耕
土
」の

魅
力
の
発
信
と
活
用
を
強
力
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
で
支
え
合
い

健
康
で
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

○
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児

童
対
策
の
一
環
と
し
て
、古
川
第
五

小
学
校
敷
地
内
に
開
設
す
る
古
川

第
３・第
４
つ
く
し
ん
ぼ
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
サ
テ
ラ
イ
ト
室
は
、４
月

の
開
設
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

○
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

防
の
一
体
的
実
施
事
業 

　

地
域
の
医
療
機
関
や
関
係
団
体

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、医
療
デ
ー

タ
な
ど
の
分
析
に
よ
り
、高
齢
者
の

健
康
課
題
を
把
握
し
、地
域
の
特
性

に
応
じ
た
指
導
、相
談
と
い
っ
た
保

健
事
業
を
介
護
予
防
の
通
い
の
場

な
ど
で
一
体
的
に
実
施
し
て
い
き

ま
す
。 

○
病
院
事
業

　

大
崎
市
病
院
事
業
病
院
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
、施
設
ご
と
の
経
営
目

標
を
設
定
し
、そ
の
達
成
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　

鳴
子
温
泉
分
院
の
新
病
院
建
設

事
業
は
、本
年
６
月
の
開
院
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
院
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
は
、引
き
続
き
患

者
受
け
入
れ
体
制
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

自
然
と
共
生
し

環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

○
空
き
家
対
策

　
空
家
等
対
策
計
画
は
、こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
の
検
証
や
所
有
者
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施
し
、計

画
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
適

正
な
管
理
を
呼
び
か
け
、流
動
化
と

利
活
用
に
つ
な
が
る
総
合
的
な
対

策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

○
中
心
市
街
地
復
興
ま
ち
づ
く
り

　
市
役
所
周
辺
整
備
は
、引
き
続
き

道
路
改
良
事
業
に
よ
り
周
辺
道
路

の
拡
幅
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

七
日
町
西
地
区
に
お
け
る
再
開

発
事
業
は
、地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

が
整
備
さ
れ
る
南
街
区
の
複
合
施

設
を
含
め
、令
和
３
年
度
中
の
完

了
を
目
指
し
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

今
後
も
、市
街
地
再
開
発

組
合
な
ど
、関
係
機
関
と
の
協
議

を
進
め
、令
和
４
年
春
の
供
用
開

始
に
向
け
て
連
携
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

○
良
好
な
景
観
の
形
成

　

令
和
２
年
度
中
に
策
定
し
た
景

観
計
画
は
、市
民
へ
の
周
知
に
努

め
、本
市
の
豊
か
な
自
然
、歴
史
、文

化
な
ど
の
多
様
な
地
域
資
源
を
大

切
に
守
り
、育
て
、相
互
の
調
和
を

図
り
な
が
ら
、美
し
い
大
崎
市
の
醸

成
を
目
指
し
ま
す
。

○
地
域
振
興
拠
点
の
整
備

　

本
市
の
さ
ら
な
る
地
域
の
活
性

化
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
目
指
し
、

地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
り
、地
域

特
性
や
優
位
性
を
生
か
せ
る
地
域

振
興
拠
点
整
備
の
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

○
水
道
事
業

　

人
口
減
少
と
と
も
に
水
需
要
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
社
会
情

勢
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、今

後
の
10
年
間
を
見
据
え
た
水
道
ビ

ジ
ョ
ン 

水
道
事
業
経
営
戦
略
を
策

定
し
ま
す
。 

○
下
水
道
事
業

　

雨
水
対
策
は
、鹿
島
台
地
域
で
、

巳
待
田
調
整
池
へ
排
水
す
る
姥
ケ

沢
地
内
の
ポ
ン
プ
、巳
待
田
第
2
調

整
池
の
整
備
を
進
め
、古
川
地
域
で

は
、李
埣
第
1
排
水
区
の
雨
水
管
渠

整
備
を
進
め
、浸
水
被
害
の
軽
減
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

令
和
3
年
度
施
政
方
針

　
令
和
3
年
第
1
回
大
崎
市
議
会
定
例
会
の
冒
頭
、伊
藤
市
長
は
今
年

度
の
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
や
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
、重
要
施
策
を
ま
と
め
た
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
、主
な
施
策（
抜
粋
）に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
　
政
策
課
政
策
企
画
担
当
　
☎
�
2
1
2
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